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・角田氏が水稲について，豊熟適温220C位としそれ以下

では豊熟不良となることを明らかにした実験的研究と析

似するものと思われる．品質に関係する諸要因のうち，

青米および完全粒の多少については，5月6日まきまで

の5区では，ほとんど差がみられていないが，5月11日

以後の播種では，一般に播種期がおくれるほど育米・不

完全米とも増加していることが認められた．これらは，
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いづれも出穂期のおそいことに伴う登熟期の平均気温の

低下にその原因があろうとみられる．以上の結果1961年

の環境条件下では，収量および品質についての安全限は

出穂期でみれば，それぞれ8月20日および8月15日であ

り，播種期でみれば5月5日であったとみられる（第9

図）．

＊現中国農試

腐植質火山灰土壌の風蝕に関する研究

第1報．台風4号に起困する風蝕にともなう

肥沃度低下の実態

那須噴正・自戸　　剛・佐藤健一

（青森県畏試）

1．ま　え　が　き

青森県南部地方の畑作地帯は十和田・八甲田系火山灰

を起源とする軽怒なる腐植質火山灰土壌を表層とし，下

層には浮石質砂礫層を挟在する．よって地下水の表層へ

の移動は少く，作土の過乾が著しい．このような土塀条

件を有する当地域は，更に春期においては雨量少く，乾

燥した偏西季節風の吹走が著しく，作土の飛散は促進さ

れその被害は甚大なものと推定される．当地域の土壌に

ついて，表土飛散の実態と被覆作物の飛砂阻止効果の実

態を明らかにすることは，地力保全上緊急な課題かと思

われる．

当報告は夙蝕に関する研究の一環として，80年来の風

害を惹起したといわれる1961年5月29日・30日の両日，

岩手・青森両県の太平洋岸に見られた台風4号によって

起された風蝕の実態について青森県上北郡六戸町青森

県負託古間木支場において調査した結果の一都である．

2．台風4号の実態

八戸測候所の観測による台風4号の実態は次のとおり

である．a）瞬間最大風速37．4m／S，風向WSW，29日

16時30分．b）最大風速（10分間平均）21．7m／S，WSW

29日16時50分．C）最低気圧（海面）979．9mb．d）暴

風の始め，1961年5月29日13時10分，暴風の終り，5月

30日4時00分．e）総降水量0．2郡，湿度40′〉60％．

3．調　査　方　法

受蝕直後の圃場につき，耕起された作土層の厚さを，

防夙林と被覆作物との関連において，夙に直面する綬傾

斜畑及び平坦畑の2カ所で調査した．第1図は調査を行

った緩傾斜畑及び平坦畑の調査地点図である．化学分析

用の試料として各調査地点毎に表層より18C椛の深さまで

の土壌を十分に温和の上採取した．
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第1図．調査圃場の条件及び調査地点国
左：援傾斜畑（8号圃）右：平坦畑（5号圃）

4．調査成績並びに考稟

1．経傾斜畑における調査

（1）作土飛散の実態

当詞場は受蝕前平均15C椛の機械耕起が全面にわたって



124 東北農業研究　第5号

なされている．よって，台風による作土飛散の推定は・

残存せる膨軟化した作土層の厚さを型底盤の位置まで

として測定することによって行った・得られた作土の厚

さについて，そのほぼ等しい深度を示す地点をむすび

作土等深度線周（Isodeptb

map）を山中ら日の方法に

従って第2図の如く表示し

た．図によって明らかなご

とく被覆作物に近接せる地

点の耕起層は厚く，離れる

に従って耕起屑は浅くな

り，作土飛散の著しかった

ことが推定される．地点番

号14附近は耕起屑が厚くな

っているが，これは当地点

が受蝕時において土壌湿度

の高かったことに起因して
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第2回．作土等深度線図
（緩傾斜畑，数字は作
土の深さ，調査地点は
第1図に同じ）

いる．

次に作土の飛散にともなう地力の変動及び受蝕後一再

度一定の深さまで耕起した場合に惹起するであろう作土

の諸性質の変化を知るため，地表18C爪までの沫さの土壌

について，その化学的諸性質を調査した・

（2）化学的諸性質の変化

A．土壌のPHについて

各地点のPH（H20）についての等強度線図を第3図

に示す．全般的に見て被綬作物に隣接している地点にお

いては，PM．5～5・7であり，作土飛散の著しい地点で

第3図．PH（H20）の等
強度線図（緩傾斜
畑数字は各調査地
点におけるPH）

●一斗二一二
／化

は，PH4．8～5．4と低下の傾向が題められる・

B．腐植含品について

腐植含血につき等量線表示を行ったのが第4図であっ

て，風に直面する地点はその含量が少く，被覆作物に隣

接している地点においては含量が高くなる幌向が読みと

れる．

C．塩基置換容蓑・置換性石灰及び燐酸吸収係数につ

第5図に一括して示した・図から明らかなごとく塩基

置換容丑は被覆作物から離れるに従って著しく減少し・

再度，地点6・12・18において，やや増加の幌向があ

置換性石灰含是は・ほぼ塩基置換容量と同様の傾向を

示すが，各地点間の差異は僅少である・燐酸吸収除数は

麻表土が被覆作物によってあまり飛散されぬ地点及び表

土の最も著しい飛散があって・下層土が相当程度混入し

て試料が採取された地点において高い値を示し，砂土が

残析している地点においては低い値となっている・

化学約諾性質の叙上のごとき変化は土劇巴沃度の低下

とみなすことが出来るが，これは土壌中の置換基である

腐植及び粘土膠質物の飛散に原因を求めることが出来

る．残紋せる土壌は微粒質のものを失い・粗砂・細砂の

割合が極めて高くなっている・地点によっては作土が極

めて浅くなり，受蝕後の耕起においては・下層土との氾

層耕となり，その結果劣悪なる下府土の諸性質が表面化

して来るであろうことが，燐酸吸収係数について見られ

るごとく明らかである・
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第5図．各調査地点における塩基閻灸容量（C・
E．C．），置換性石灰（Exc－CaO）及
び燐酸吸収係数（緩傾斜畑・調査地点は

第1図に示したとおり）
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2．平坦畑における調査

（1）作土飛散の実態

第6図に残存した作土の等深度線図を示したが，作土

は全面にわたって8C餌から10∽程度である．平均15e都の

機械桝がなされた圃場なので仁厚さにして5～7C郡樫皮

の作土が全面にわたって飛散したことがうかがえる．

当圃場をかこむ防風林はカラマツであって樹間は疎で

樹幹間を吹走する凧は載く，防風林に接近している地点

においても作土の飛散は阻止されなかったものと推定さ

れる．しかし防風林が全般に風速を弱めた結果からか，は

ば防風林の風下約30研程度離れたところから第6図に示

すごとく，砂土の沈贋が2C郡から10∽程度認められた．

このことは風害の作物に与える物理的傷害を激化せしめ

かつ微粒土壌の飛散を促進させる粗粒質土壌（主に砂

土）の衝突飛動（Saltation）をかくのごとき防風林によ

っても，ある程度抑え得ることを示している．

（勿　化学的諸性質の変化

化学的講性質について調査した結果，防風林との関係

は，砂土の沈託した各地点とそうでない各地点との間に

平均的な性質としての差異が認められる他は認め得るも

のがない．

夙堆砂土の有無によって2群にわけ，各群についての

平均値を求めて第1表にこれを示した・第1表には受蝕

以前において分析した当圃場の代表的と思われる分析結

果をも示して，受蝕前と受蝕後の土壌について比較対照

が出来るようにした．

受蝕後の土壌について見る場合・風堆砂土の被覆の有

無によって，ややその性質が臭っている・特にこの間の

差は，第1表で明らかなごとく，腐植・塩基置換容量・

置換性塩基・燐酸吸収係数において著しく・ずべて砂土

被覆により低下の傾向がある・

ゝ風．姓砂上2へ作れ

第6図．作土等深度線図（平坦畑，数字は

作土の深さ）

夙堆砂土被覆は破線より東方の各

調査地点

受蝕前土壌と比較するならば，砂土被覆の各土壌は酸

性化を含めて全般的に化学的諸性質の劣悪化が強い．但

し燐酸吸収係数については劣悪化と判定しがたいが，こ

の点については今後の検討が必要である．砂土を被覆し

ない各地点については，酸性化の進行の他に，特に明ら

かな性質劣悪化は認知されない．

この2群の受蝕土壌について共通して認められる置換

性石灰及び石灰飽和度の増加は特に注目されるべき点で

ある．この傾向は掛こ砂土を被覆しない群において明ら

かである．耐夙蝕性土壌形成と石灰との関係については

国分2）らも措摘している点であるが，この点についても

今後の研究が必要と思われる．

第1表．平坦畑における受蝕後の化学的諸性質と受蝕前土壌の分析結果

受蝕後土壌l客室墨筆

受蝕前土壌
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5．む　　す　　び

風蝕による表土の飛散は恐るべきものがあり，且つそ

れが特に土壌中の粘土膠質物や有効成分の飛散が主であ

る点で損失は大きい．

これらの損失に加えて砂土の衝突飛動による作物の物

理的損傷をも考慮にいれた場合，防風林の育成及び被覆

作物の対夙蝕の目的をかねた帯状栽培の導入など緊急を
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要すものに思われる．

被覆作物の表土飛散防止及び裸地より衝突飛動して来

る粒子の飛勅阻止効果及び帯状栽培における裸地と被覆

作物との間隔，有効なる被覆作物の巾などについては，

日下調査研究が進行しているが，その結果については，

別の機会に報告する．

文

1）山中・中村・松尾．農研報告B7号．1957．

2）国分．土壌肥料全編P496，養賢堂．1958．

黒ボク土壌の畑深耕に関する試験研究

第1報．牧草跡地における深耕効果について

大沼　　彪・新関信一郎・青柳栄助

（山形県農試最上分場）

畑探桝についての試験は各地で実施され，その実節は

種々発表されているが当地方のような黒ポク土壌は概し

て理化学的に劣り，一般に単粒構造で過湿の傾向にあり

これら欠陥の改善策と併せて第2層以下の稀薄な土壌の

理化学性質の改善こそ，当面の畑深耕における意義効果

を高めるものと考えられる．然も黒ボク土壌は最上郡及

び北村山郡北部等の台地に広く分布しておりその畑面鋸

は約7000加と推定される．又近時各地に大型深耕トラク

ターが導入され，主に経営面より見て既に相当面餌の深

耕が実施されているが，かかる地帯は主に水稲主作地帯

であるので，畑地に施用する堆厩肥の絶体紙は極端に制

限される現況になっている．然し，近年畜産の振興と併

行して草地造成は急速に発展し牧草の家畜飼料としての

価質認識は年々高まって来ている．この意味から牧草を

栽培し，更新時に跡地を機械探糾し，更に改良資材の投

下，施肥の増施によって深層までの土壌改良を机い，小

麦・陸稲について検討したが，その概要を報告する．

1．試験内容及び圃場条件

試験圃場は閲畑後，相当年数が経過しており，第1表

の土壌分析でもわかるように可成り第1屑は熟畑化した

圃場であるが第2屑以下は作物の生育を阻害すると思わ

れる要因が椰々見られる．

2．結果及び考察

1．成育について

（1）小麦について　越冬前の草丈は標準栽培区が一般

にドリル播より優る傾向にあるも桝2当り茎数では概し

てドリル播区が優った．然し標準栽培区及び裸地ドリル

播区に雪腐れが多く見られ，越冬後の草丈・茎数はドリ

ル播が優った．従って成熟期における程長穂数において

も時々同様の傾向を示し仁標準区が最も劣り，次いで裸

第1表．土壌原土分析結果（東北農試土肥分析による）


